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平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

第
六
十
二
条
中
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
「
建
設
機
械
類
」
を
「
災
害
対
策
用
機
械
類
」
に
、「
及
び
空
港
整

備
課
」
を
「
、
空
港
整
備
課
及
び
建
設
工
務
室
」
に
改
め
、
同
号
を
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
建
設
機
械
類
」

を
「
災
害
対
策
用
機
械
類
」
に
改
め
、「
関
す
る
こ
と
」
の
下
に「（
建
設
工
務
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を

加
え
、
同
号
を
第
四
号
と
し
、
同
条
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次

の
一
号
を
加
え
る
。

一

自
然
災
害
又
は
爆
発
そ
の
他
の
人
為
に
よ
る
異
常
な
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
国
土
交
通
省
の
所
掌
に
係
る

公
共
土
木
施
設
の
応
急
復
旧
及
び
国
土
交
通
省
の
所
掌
に
係
る
公
共
土
木
施
設
に
係
る
被
害
の
予
防
の
た
め
の
土

木
工
事
の
計
画
に
関
す
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
十
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
十
二
条
の
二
第
十
五
号
中
「
建
設
業
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）」を
加
え
、「
道
路
管
理
課
」

を
「
建
設
工
務
室
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
二
中
第
四
十
号
を
第
四
十
一
号
と
し
、
第
三
十
九
号
を
第
四
十
号
と
し
、
第
三
十
八
号
を
第
三
十
九

号
と
し
、
第
三
十
七
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
十
八

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
に
基
づ

く
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
登
録
及
び
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
十
八
条
の
二
に
次
の
六
号
を
加
え
る
。

六

直
轄
事
業
に
係
る
建
設
機
械
類
の
整
備
及
び
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

七

直
轄
事
業
に
係
る
機
械
技
能
者
の
養
成
及
び
機
械
技
術
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
。

八

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
建
設
機
械
類
の
整
備
に
係
る
助
成
に
関
す
る
こ
と
。

九

建
設
業
法
の
規
定
に
よ
る
建
設
機
械
施
工
の
技
術
検
定
に
関
す
る
こ
と
。

十

建
設
機
械
類
に
関
す
る
調
査
及
び
統
計
に
関
す
る
こ
と
（
防
災
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

十
一

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
設
機
械
類
（
防
災
課
、
港
湾
計
画
課
、
港
湾
建
設
課
及
び
空
港
整
備
課
の

所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）に
関
す
る
こ
と
。

第
九
十
三
条
第
一
項
の
表
土
地
改
良
総
合
事
務
所
の
項
中
「
関
す
る
指
導
」
の
下
に
「
並
び
に
国
営
の
伊
江
農
業
水

利
事
業
及
び
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
」
を
加
え
、
同
表
伊
江
農
業
水
利
事
業
所
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
二
十
六
号

地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
二
号
）
及
び
地
方
税
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
百
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
同
令
附
則
地
方
税

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
及
び
地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
及
び
事
業
所
税
」
を
「
、
事
業
所
税
及
び
都
市
計
画
税
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
三
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
市
計
画
税
に
関
す
る
規
定
の
都
へ
の
準
用
）

第
一
条
の
三
の
四

法
第
七
百
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
が
そ
の
特
別
区
の
存
す
る
区
域
内
に
お
い
て
課
す

る
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
を
市
と
み
な
し
て
第
二
十
四
条
の
二
十
九
の
二

の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
一
条
の
九
の
三
を
第
一
条
の
九
の
四
と
し
、
第
一
条
の
九
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
預
貯
金
等
の
内
容
に
関
す
る
事
項
）

第
一
条
の
九
の
三

法
第
二
十
条
の
十
一
の
二
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
同
条
に
規
定
す
る
預
貯
金

者
等
の
顧
客
番
号
並
び
に
同
条
に
規
定
す
る
預
貯
金
等
の
口
座
番
号
、
口
座
開
設
日
、
種
目
、
元
本
の
額
、
利
率
、

預
入
日
及
び
満
期
日
と
す
る
。

第
一
条
の
十
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
政
令
第
七
条
の
十
九
第
七
項
及
び
第
四
十
八
条
の
九
の
二
第
八
項
の
金
額
）

第
一
条
の
十
七

政
令
第
七
条
の
十
九
第
七
項
及
び
第
四
十
八
条
の
九
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る

金
額
は
、
法
第
三
十
七
条
の
三
又
は
第
三
百
十
四
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
し
よ
う
と
す
る
年
に
お
い
て
課
さ

れ
た
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
外
国
の
所
得
税
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
外
国
の
所
得
税
等
」
と
い
う
。）の

額
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
係
る
部
分
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と

す
る
。

一

政
令
第
七
条
の
十
九
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
四
十
八
条
の
九
の
二
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項

政
令

第
七
条
の
十
九
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
の
九
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
超
え
る
部
分
の
額
又
は
政
令
第
七
条
の

十
九
第
四
項
に
規
定
す
る
国
税
の
控
除
余
裕
額
、
同
項
に
規
定
す
る
道
府
県
民
税
の
控
除
余
裕
額
若
し
く
は
同
項

に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
の
控
除
余
裕
額
に
係
る
年
の
う
ち
最
も
古
い
年
以
後
の
各
年
の
同
条
第
二
項
に
規
定
す

る
国
税
の
控
除
限
度
額
、
同
項
に
規
定
す
る
道
府
県
民
税
の
控
除
限
度
額
若
し
く
は
同
項
に
規
定
す
る
市
町
村
民

税
の
控
除
限
度
額
の
合
計
額
並
び
に
当
該
年
に
お
い
て
課
さ
れ
た
外
国
の
所
得
税
等
の
額

二

政
令
第
七
条
の
十
九
第
六
項

同
項
に
規
定
す
る
控
除
さ
れ
な
か
つ
た
額
に
係
る
年
度
の
う
ち
最
も
古
い
年
度

以
後
の
各
年
度
に
お
け
る
所
得
割
額
の
計
算
上
法
第
三
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
外

国
の
所
得
税
等
の
額

三

政
令
第
四
十
八
条
の
九
の
二
第
七
項

同
項
に
規
定
す
る
控
除
さ
れ
な
か
つ
た
額
に
係
る
年
度
の
う
ち
最
も
古

い
年
度
以
後
の
各
年
度
に
お
け
る
所
得
割
額
の
計
算
上
法
第
三
百
十
四
条
の
八
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
外
国
の
所
得
税
等
の
額

第
二
条
の
二
第
二
項
中
「
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
項

を
第
七
項
と
し
、
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

市
町
村
長
は
、
医
療
費
控
除
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三

百
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
の
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
申
告
書
を
提
出
し
た
者
に
対
し
、
法
第
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
所
得
税
法
第
百
二
十
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
医
療
費
に

つ
き
こ
れ
を
領
収
し
た
者
の
そ
の
領
収
を
証
す
る
書
類
（
税
務
署
長
に
提
示
し
、
又
は
提
出
し
た
も
の
を
除
く
。）を

市
町
村
長
に
提
示
し
、
又
は
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
の
三
第
三
項
中
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、「
前
条
第
五
項
」
を
「
前
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
た

だ
し
書
中
「
前
条
第
四
項
」
を
「
前
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
の
三
第
十
項
中
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
条
の
二
第
四
項
」

を
「
第
二
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
の
五
第
二
項
中
「
第
二
条
の
二
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
二
条
の
二
第
六
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
の
六
第
七
項
中
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
条
の
二
第
四
項
」

を
「
第
二
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
条
の
二
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
二
条
の
二
第
六
項
第

二
号
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
第
二
項
第
四
号
中
「
控
除
限
度
超
過
額
」
の
下
に「（
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
「
控
除
限
度
超
過
額
」

と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
道
府
県
民
税
の
控
除
余
裕
額
」
の
下
に「（
第
四
項
第
一
号
及
び
第
十
条
の
二

の
四
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
「
道
府
県
民
税
の
控
除
余
裕
額
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
四
号
中
「
控

除
未
済
外
国
法
人
税
等
額
」
の
下
に「（
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
控
除
未
済
外
国
法
人
税
等
額
」
と
い
う
。）」を
加
え
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

政
令
第
九
条
の
七
第
三
十
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
法
第
五
十
三
条
第
二
十
四
項
の
規
定
に

よ
る
控
除
を
し
よ
う
と
す
る
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
課
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
外
国
の
法
人
税

等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
外
国
の
法
人
税
等
」
と
い
う
。）の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

に
係
る
部
分
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

政
令
第
九
条
の
七
第
二
項
又
は
第
八
項

控
除
限
度
超
過
額
又
は
同
項
に
規
定
す
る
国
税
の
控
除
余
裕
額
（
第

十
条
の
二
の
四
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
「
国
税
の
控
除
余
裕
額
」
と
い
う
。）、
道
府
県
民
税
の
控
除
余
裕
額
若

し
く
は
政
令
第
九
条
の
七
第
八
項
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
の
控
除
余
裕
額
（
第
十
条
の
二
の
四
第
二
項
第
五
号

及
び
同
条
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
「
市
町
村
民
税
の
控
除
余
裕
額
」
と
い
う
。）に
係
る
事
業
年
度
又
は
連
結
事

業
年
度
の
う
ち
最
も
古
い
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
以
後
の
各
事
業
年
度
又
は
各
連
結
事
業
年
度
の
政
令
第

九
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
国
税
の
控
除
限
度
額
（
同
号
に
お
い
て
「
国
税
の
控
除
限
度
額
」
と
い
う
。）、
同

項
に
規
定
す
る
道
府
県
民
税
の
控
除
限
度
額
（
同
号
に
お
い
て
「
道
府
県
民
税
の
控
除
限
度
額
」
と
い
う
。）及
び

同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
の
控
除
限
度
額
（
同
号
に
お
い
て
「
市
町
村
民
税
の
控
除
限
度
額
」
と
い

う
。）の
合
計
額
並
び
に
当
該
各
事
業
年
度
又
は
各
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
課
さ
れ
た
外
国
の
法
人
税
等
の
額

二

政
令
第
九
条
の
七
第
二
十
項

控
除
未
済
外
国
法
人
税
等
額
に
係
る
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
の
う
ち
最

も
古
い
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
以
後
の
各
事
業
年
度
又
は
各
連
結
事
業
年
度
に
お
け
る
法
人
税
割
額
の
計

算
上
法
第
五
十
三
条
第
二
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
外
国
の
法
人
税
等
の
額
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